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長期床上安静を強いられる患者の看護について
　　　　　　　　一その②清潔、排泄に関する一考es　一
　　　　　　　　　　　　　　　14東　○小田靖子　福田　樋口　須崎　保科　横井
1　はじめに
　人間は様々な欲求を持っているが、入院する事によ
り基本的欲求が阻害される。特に整形外科疾患患者は、
長期床上安静を強いられ、基本的欲求が満たされにく
い。
　今回私達は、昨年の結果より、基本的な欲求である
清潔、排泄の苦痛を軽減する為に、いくつかの改善策
を立て実施した。そして再度患者、スタッフへのアン
ケート調査により、どの程度苦痛が軽減したのかを知
り、看護の評価を行ったので、その経過をここに報告
する。
II　研究方法
調査対象　①14階東に入院し、床上安静を経験した
　　　　　　患者36名（男性26名　女性10名）
　　　　　②排泄に関して　14階東看護婦21名
調査方法　①無記名回答質問紙法　　回収率82％
　　　　　②無記名回答質問紙法　　回収率ユOO％
調査期間　平成2年10月28日から11月25日
表1（a）安静期間別にみた清拭回数　n＝36　人（％）
　　　回数
ﾀ静期間 毎　日
週3～4回 週1回 月1回
無回答
2週間以内 1（25．0） 2（50．0） 1（25．0）
2～3週間7（58．3） 3（25．0）2（16．7）
1～2ケ月6（42．9） 7（50） 1（7．1）
3ケ月以上 5（83．3） 1（16．7）
計 19（52．8）13（36．1）2（5．6）1（2．8）1（2．8）
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m　結果
今年の改善策（清潔に関して）
　①保清表を作成（下図参照）
　②清拭1～2日に1回、洗髪週に1～2回、足浴週
　　に1回、手浴週に1回、エレベール週1回を最低
　　の目安とする。
　③毎日、受け持ち看護婦、フリー番の看護婦が保清
　　状況を把握する。
〈保清表〉
表1（b）清拭が満足できなかった理由　複数回答人0％
体が痒い
体臭が気になる
蒸しタオルで拭くだけではさっぱりしない
その他
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6（16．7）
6（16．7）
11（30．6）
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全身清拭　赤○　　入浴④
部分清拭　赤△
洗髪　青○　　足浴　㊧　　手量　㊥
表1（a）より32人（88．9％）の患者が、毎日又は週
3～4回清拭してもらったと答えている。安静期間別
にみても、回数に優位差はなかった。
　次に安静期間別にみた満足度については、図1より
ほぼ全員がまあまあ満足したと答えている。しかし、
満足したと答えた患者は半数であり、3ケ月以上の床
上安静になると、満足したと答えた患者は1人（16．
7％）と減少する。表1（a）、図1より、満足度は必ら
ずしも清拭の回数には比例せず、3ケ月以上の床上安
静を強いられた場合、5人（83．3％）の患者が毎日
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清拭してもらったと答えているのに対し、満足度は1
6．7％である事がわかる。
　満足できなかった理由として表1（b＞より、体が痒い
6人（ユ6．7％）、体臭が気になる6人（16．7％）
蒸しタオルで拭くだけではさっぱりしない6人（16．
7％）があげられている。又、少数意見として、部分
的に（陰部等）よく拭いてもらえなかった、方法・回
数等思い通りにしてもらえなかった、蒸しタオルの温
度が適当でなかった等があげられた。
表3　満足できなかった理由
複数回答人。％
　　　　n＝＝36
顔を拭くだけではさっぱりしない
寝たままでは歯磨きが難しい
一杯のコップの水では足りない
その他
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図2．安静期間別にみた洗髪の満足度
表2安静期間別にみた洗髪回数　　n＝36人0％
週2回 週1回 2週にP回
月1回
無回答
2週間以内1（25．0）2（50．0） 1（25。0）
2～3週間3（25．0）6（50．0）1（8．3） 2（16．0）
ユ～2ケ月 4（28．5）5（35．7）2（14．2）1（7．1）2（14．2）
3ケ月以上1（16．6）3（50．0）2（33．3）
計　　9（25．0）16（44．4）5（13．8）1（2．7）5（13．8）
n　＝＝　4
n　＝＝　12
n　＝＝　14
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n＝6
図2より、全体の25％の患者が洗髪に対して不満を
持っており、満足できなかった理由として、頭が痒い
10人（43％）、べとべとして頭が重い5人（22
％）、臭いフケが落ちる4人（17％）と不快感によ
る理由の他に、毎日洗いたい3人（ユ3％）、洗い残
しがある1人（4％）等があげられた。
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　洗面については、現在朝食前に温おしぼり2本、ハ
イアミン手拭きタオル1本、コップ、ガーグルベース
の配布、介助（就寝時はコップ、ガーグルベースのみ）
を行っている。アンケート調査の結果、図3より、2
6人（72．2％）の患者が満足感を得ている事がわか
る。満足できなかった率が一番高かったのは、1～2
ケ月（28．6％）3～4週間（16．7％）である。
　表3より満足できない理由として、顔を拭くだけで
はさっぱりしない14人（38．9％）一杯のコップの
水では足りない7人（19．4％）と、現在の洗面方法
への不満が60％を占めている事がわかる。他に少数
意見として、洗面の後片付けが遅く目障りである4人
（11％）回れ歯を洗ってもらえない2人（6％）も
あげられている。
今年の改善策（排泄に関して）
①看護婦全体に、排泄時の介助について意識を高める
　為に、病棟集会、連絡簿等で話し合いの場を持った。
　内容として、＠尿器、便器使用後は必らず水洗いす
　る　⑤排泄時、部屋の換気を行う　◎防臭スプレー
　をする　＠頻回にハルンパトロールをする　◎現在
　の毎週月曜日、便尿器洗浄、便尿器カバーの交換を
　継続して行う　①排泄時、ちり紙を使い排泄音の消
　音を図る　＠便尿器はカバーをかけて運ぶ　⑪ウロ
　ガードは入口の反対側につるす。
②排泄障害があり、長期にバルンカテーテルを留置してい
　る患者に対して、②市販されていそ消息袋をウロがLド
　に設置（対象者3人）⑤ウロガードを定期的に週1回
　交換（対象者6～7人）以上の事を実施し、実際に
　介助してきたスタッフにアンケート調査を行った。
　　　　　　　　　　　　　　不満　無解答図3．安静期間別にみた洗面の満足度
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表4（a）消臭袋の設置は効果があったか　21人（）％
少しは効果があり患者からも反応があった
全く効果がなくやっても無駄である
実感できずよくわからない
気分的には患者にとって良いかもしれない
少しは良い
12（57．0）
3（1405）
2（9e5）
2（9．5）
2（9．5）
表4（b）ウロガードの交換について　複数回答人0％
　他に介助で不満な点があったかという設問に対し、
はい4人（11％）　いいえ31人（89％）であっ
た。はいの意見としては、看護婦が嫌な顔をした、排
泄後きれいに拭いてもらえなかった等があげられた。
ウロガードの汚れが目立たなくなった
悪臭が軽減した
感染防止に役立った
効果なし
20（95．0）
13（62．0）
2（10．0）
o
複数回答人0％
1V　考察
　以上の結果から、次の4点について考察する。
①清拭においては、床上安静が長期になるに従い、患
　者は清拭だけでは清潔に対する満足感が得られにく
表4（c）看護上配慮している事
排泄後の便尿器の水洗いをする
ちり紙で1非学音を消音する
頻回にハルンパトロールをし、尿をためない
窓を開ける
排便後便器を消毒する
排便後室内に消臭スプレーをする
18（86．0）
18（86．0）
17（81．0）
13（62．0）
1（5．0）
1（5．0）
　表4（a）より、少しは効果があり患者からも反応があ
った、と答えた人が12人（57％）いるが、患者か
らの直接的な意見は得られなかった。
　表4（b）では、ウロガードの汚れが目立たなくなった
20人（95％）　悪臭が軽減した13人（62％）
と答えており、効果があったと考えられる。
　表4（c）より、排泄後便尿器の水洗いをする18人
（86％）　ハルンパトロールをし、尿をためない17
人（81％）　ちり紙で排泄音を消音する18人（86％）
であり、大部分のスタッフが意識的に介助しようとし
ている姿勢がみられている。
　では、これらを実施した結果、患者の排泄に対する苦
痛、不満はどう変化しただろうか。
今回の結果では、同室者への気がねという事が1位に
あげられた。この点については、年令・性別・床上安
静の期間別にみても優位差はなかった。その他では、
臭い12人（34％）　音7人（20％）　ナースコ
ールで便・尿という恥しさ5人（14％）等他人への
迷惑・恥しさを含めた答えが多い。又男性患者からは乱
尿を捨ててくれない8人（23％）という意見もある
が、スタッフ側では、ハルンパトロールを頻回にし尿
をためない17人（81％）の者が心掛けている。
くなる事がわかった。満足できなかった理由として、
昨年と同じ内容が上位を占めたのは、清拭回数は改
善されたのに比べ清拭方法として、蒸しタオルとス
キナでしか実行出来なかった事が一因であろう。今
後、石ケン清拭、足浴、手浴等を組み合わせ、爽快
感を得られるような援助が必要である。
又、少数意見ではあるが、部分的に良く拭いてもら
えない、蒸しタオルの温度が適当でなかった等の手
技的な不満もあげられている。私達の看護技術の見
直しも必要と思われる。、
②洗髪については、満足できない理由として不快感の
　他に、回数が少ない事があげられる。実際に患者か
らは、週3回以上の希望が多い。しかし介助者が多
い事から、週1～2回が限界であり、希望にそう事
が出来ない。
又、洗い残しがある等、看護婦の技術への不満があ
げられており、今後の技術面への向上をはかる必要
があると思われる。
③洗面については、ほぼ満足のいく評価は得られてい
　る。しかし拭くだけではさっぱりしないという理由
　が一番多い事から、石けん等用い洗面する事で解決
　できると考える。　又、整形外科という特殊性か
　ら、3～4週間、1～2ケ月の安静は、脊椎疾患患
　者が多い。脊椎疾患患者の場合は、床上安静という
　だけでなく、頸・腰部の絶対的な安静が必要である。
　ゆえに、満足できなかった理由の2位として、寝た
　ままでの歯磨きは難しいという理由があげられるの
　である。これは、手術前の床上訓練、又はオリエン
　テーションの施行方法に問題があると思われる。患
　者に合った方法・回数等看護者の指導判断・能力の
　向上が必要であろう。
④排泄については、臭い・音という点に注目して今年
　改善策を試みた。その結果、患者からの意見で、臭
　い、音に対しての不快感は相変らずあげられているが、
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一番の不満としては、同室者への気がねという他人
への迷惑・恥しさが上げられる結果となった。しか
し、同室者への気がねとなる原因は、臭い・音であ
り、昨年の結果と同一である事が判明した。しかし
今回は、不快の内容についても知る事ができた。尿
器に尿がたまっているのに捨ててくれない、ベッド
が汚れるのではないかと気になった、看護婦が嫌や
な顔をしたといった内容は、今後改善できる事であ
る。私達看護婦は、これらの事を再認識し、介助し
ていく必要がある。
V　おわりに
　人間は様々な欲求を持っている。その基準として、
アブラハム・マズローの欲求のヒエラルギーがよく用
いられる。マズローは人間の動悸を一定の順序を持っ
た欲求の体系と考えている。
最低位から最高位に向い　①生理的欲求②安全の欲求
③社会的欲求④自我の欲求⑤自己実現の欲求とあげて
いる。生理的欲求は緊急性が最も強いが、心理的には
自己実現の欲求が最も重要であると述べている。
入院患者は、それだけで生理的欲求が阻害されている
事が多い。清潔・排泄はそのプロセスの最低位である。
それらが特に長期にわたって阻害されている整形外科
患者を看護する私達は、生理的欲求を充足する事が大
切である事を認識し、日頃の看護に生かしていきたい
と思う。
　今回この研究に際し、御協力下さいました患者さん
に深く感謝致します。
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